
前期入試始まる 
クラフトマン２１「Ｍ科・Ｓ科紹介」 
ものづくり教室開催 
冬季訪問ボランティア 
ちょっとの勇気から始まる献血 
出張出前教室 IN明野中 

競争倍率１．１８倍 前期入試行われる 

               本校では、１月２３日（水）、２４日（木）の２日間にわたり前期入 
試を実施しました。２３日は、朝から雪が 
降るというあいにくの空模様でしたが、大 
きな混乱もなく、受検生は落ちついた態度 
で試験に臨んでいました。８５名の受検生 
は、個性表現、作文、面接に真剣な表情で 
取り組んでいました。 

クラフトマン２１本校電子機械科・システム工学科の取り組み 

文部科学省並びに経済産業省の指定事業（平成１９年度からの３年 
間）として実施している「ものづくり人材育成のための専門高校地域 
連携事業」（クラフトマン２１）における生徒企業実習での取り組みを 

紹介します。この事業は、ものづくり 
に関わる高校と地元企業、および行政 
が連携して、若い工業人を育成するための教育プログラムを開発し 
教育・行政・企業の連携の在り方などを検討・実施し、地域活性 
化のための標準モデルを構築するとい 
う位置づけを持っています。本校では 
電子機械系列およびシステム工学系列 

の生徒を対象にして取り組み、これまでの職業体験から一歩進んだ、 
ものづくりの実践的技能・技術の習得にまで踏み込んだ企業実習を、 
地元企業の全面的なご協力により実施しました。なおこの企業実習の 
様子は、県広聴広報課企画の「やまなし元気ナビ」でも昨年末放映さ 
れました。    ものづくり教室で生徒が先生役 
１月１９日（土）須玉町ふれあい館、２月２日（土）小淵沢町生涯学習セ 

ンターにおいて、電子機械科・システ 
ム 工学科共同で、ものづくり教室を 
開催しました。各会場とも２０人の定員でしたが、小学生たちは 
部品ひとつひとつが手作りの恐竜型ロボットを一生懸命に作りま 
した。指導した本校生徒たちは、小学生の鋭い質問や物怖じしな 
い活発さに圧倒されながらも、根気強く教えていました。最初は 
上手く動かないロボットもありましたが、参加した３年生の丁寧 
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な指導により全員が完成させることができました。また、写真部 
の生徒も参加し、制作風景をカメラで撮影し、その場でプリント 
して参加者に配りました。そのあと２足歩行ロボットの実演を行 
い、楽しい１日の日程を終了しました。 
冬季訪問ボランティアで老人宅訪問 

昨年の暮れ、12 月 1８日に冬季訪問ボランティアが行われまし 
た。天気もよく、1 年生（28 
名）、2 年生（14 名）の計 42 名の生徒が６班に分かれて、韮崎市 
内の一人暮らしの老人のお宅６軒を訪問しました。庭の草取りや、 
窓拭き、また、本校で身に付けた技術を活かした電気の修理等々、 
お年寄りが普段できないことを皆で協力して行いました。暖かか 
ったとはいえ、外での作業や水仕事は普段やり慣れていない生徒 

達には大変だったと思いますが、黙々と作業を続け「庭」も「窓」も見違えるほどきれにいなりました。

作業を終えると、お年寄りから何度も何度も「ありがとう。」と感謝の言葉を頂き、生徒達の顔には自 
然と「笑み」が浮かび、「充実感」と「優しさ」を感じたひとときとなりました。また、ある訪問先の 
お年寄りからは、「暮れにはありがとうございました。お陰で良い年を迎えられました。」という文面 
の年賀状を頂きました。     ちょっとの勇気から始まる献血 

血液は人工的に作ることはできず、輸 

血を必要とする多くの人たちを救うた 

めには献血が必要です。本校において 

も、献血者が減少しがちな冬場の１２ 

月１２日、１８歳以上の３年生と職員が４００ｍｌ、１８歳未満の 

３年生と２年生が２００ｍｌの献血に協力しました。今年初めて献 

血した生徒の一人は、「始まる前は不安でいっぱいだったけど、思っていたより全然平気だった。」と 

笑顔で話してくれました。ちょっとの勇気で人々の命を救える献血。来年も多くの善意を期待します。 

出張出前教室・・・明野中での授業   12 月 7 日に竜王中学校で、(1)機械技術の変遷と求め 
られる人間像、(2)身の回りの電気の不思議、(3)ドイツの公共交通に 
学ぶ、(4)進路のあれこれの計４テーマを、1 月 29 日には明野中学校 
で「身の回りの電気の不思議」をテーマとした出前授業を行った。両 
校とも中学３年生の総合的な学習の時間を利用しての授業であった。 
職業や工業を意識したたり、話題にしたりすることで、人生設計の一 
助になったであろうか。先人の知識を学び、見聞を広め、ものづくり 
の学問や産業構造の再発見に役立ててくれればと願いながら授業を行 

った。真剣に取り組む中学生の姿に逆にこちらが感動し、元気をもらった授業となった。 
今後の予定 ２月  

８日学習交流会（明野中） 
１５日インターンシップ発表会 
２０日～２２日 スキー教室（菅平高原・１年） 
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